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目 的
現在我が国では,1歳6か月児歯科健診や3歳児歯科健診など 8020運動の目標に向
けて多くの取り組みがなされている｡この目標を達成するためには,歯科医院での定
期管理や公的な歯科保健事業を有機的に繋げてくことが必要であるOその出発点とし
て小児期の曲蝕予防が重要なことは言うまでもない｡そのための歯科健診システムの
構築や麟蝕予防法,あるいは保健指導項目などは,科学的根拠に基づいて行われる必
要があるCそこで本研究は,科学的な根拠に基づき個人の鶴蝕リスクを鶴蝕活動性試験
カリオスタット法により調べ,軸蝕予防管理の実際に役立てることを目的として疫学研
究を行った｡
研究 1:乳歯と永久歯の齢蝕羅患状態の関係
研究2:乳歯列期におけるカリオスタット判走結果と永久歯齢蝕増加の予測性
研究3:カリオスタット法と他の鶴蝕活動性試験法との比較
研究4:乳幼児歯科健診システム受診者の長期にわたる鮪蝕予防効果
対象と方法
岡山県某町に在住の小児を対象として
1:3歳時と小学校 1年時から中学 1年時までの歯科検診の資料がある者について,3歳
時の乳歯鶴蝕歯数と中学 1年時までの永久歯髄蝕篠患状態 (鶴蝕羅患者率,1人平均DF
歯数)とを比較し,両者の関係について分析した｡
2:3歳時のカリオスタット判定結果と中学 1年時までの永久歯齢蝕羅患状態の関係につ
いて分析し,さらに1歳6か月時と3歳時の判定結果を組み合わせることで,齢蝕増加
の予測性向上について検討した｡
3:幼稚園児を対象に,カリオスタット法と他の齢蝕活動性試験法との比較を行った｡
またカリオスタット判定結果と解蝕処置や乳酸樺菌数との関係について検討した.
4:乳幼児歯科健診システムの受診者と対照群とに分け,永久歯繭蝕羅患状態の推移を
中学 1年時まで追跡調査し,長時間にわたる予防効果について検討した｡また 1歳6か
月時の嚇蝕リスク別に,受診の有無と永久歯曲蝕の予防効果について検討した｡
結果と考察
1)3歳時の乳歯痢蝕歯数は,小学1年生から中学 1年までの永久歯髄蝕躍患者率との
間に正の相関関係が認められた(pく0.001)｡
2)3歳時のカリオスタット判定結果は,小学1年生から中学1年生までの永久歯醜蝕
羅患者率との間に正の相関関係が認められた(p(0.001)｡
3)幼稚園年長時の嚇蝕羅患状態は,1歳6か月と3歳時のカリオスタット判定結果を,
それぞれ単独で用いるより,両者を組み合わせることでより的確に把握された0
4)幼稚園年長時におけるカリオスタット値は,以後3年間における永久歯鶴蝕擢患者
率と正の相関関係が認められた(p〈0.001)0
5)幼稚園年長児に対し鶴蝕活動性試験を行う際,歯垢を検体とする方法はすべての
対象者において十分なサンプル量の採取が可能であった｡しかし唾液を検体とするもの
では約10%の対象者において十分なサンプル量を採取することができなかった｡
6)カリオスタット法とDentcul卜LB法およびDentculトSMStripmutans法は,乳歯
曲蝕重症度指数 (CSI)と正の相関関係(pく0.01,p〈0.01,pく0.05)が認められた｡
7)カリオスタット判定結果が高リスク群 (2.5以上)の小児において,癖蝕処置終了後
は約80%の者の判定結果が改善された(pく0.05)｡
8)カリオスタット判定結果が2.5以上の場合では,それ以下と比べ乳酸梓菌数が多か
った｡
9)乳幼児歯科健診システム受診群は,中学 1年時においても永久歯の敵蝕歯数が少な
かったo
10)カリオスタット法で判定した齢蝕リスクが同じであっても乳幼児歯科健診システム
の受診群は,有意に曲蝕歯数の発生が抑制された｡
また1歳6か月時の高リスクの受診群は,乳幼児歯科健診システムの受診によって,む
しろ低リスクの対照群より齢蝕の発生は少なかった｡
結論
カリオスタット法による酌蝕活性度の判定結果は,乳歯列期から永久歯列にかけての
長期間にわたる鶴蝕増加との関係が認められたO乳幼児歯科健診システムにカリオスタ
ット法を導入し,科学的根拠に基づいた鮪蝕リスクを把握し軸蝕予防管理を行うことで,
効果的な歯科保健事業が可能となることが示唆された｡
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,鶴蝕活動性試験カリオスタット法を用い3歳時における判定結果と,永久
歯髄蝕羅患状態との関係について示し,カリオスタット法を導入した乳幼児歯科健診シス
テムを行うことにより,永久歯列期における嚇蝕予防効果につながることを証明したもの
である｡
この研究は,鶴蝕活動性試験か｣オスタット法を中心として疫学研究を行い,科学的な
根拠に基づき個人の鶴蝕リスクを調べ,鮪蝕予防管理の実際に役立てることを目的として
行われていた｡
3歳時の乳歯鶴蝕歯数は,永久歯髄蝕歯数と正の相関関係があることが証明されたばか
りでなく,この時期にカリオスタット法を用いれば,永久歯鶴蝕増加の予測が可能であ
ることが示された｡この研究結果を基にカリオスタット値を保護者に対し提示すること
は,嚇蝕予防に対する動機づけを高める有効な手段となり,さらに複数の検査年齢の判
定結果を用いることで,齢蝕増加の予測度の精度が向上する可能性も指摘した｡歯垢を検
体とする本試験法は,唾液を検体とする方法に比べて低年齢の小児に対しても応用可能で
あった｡
また,乳幼児歯科健診システムの受診者は,永久歯の離蝕歯数が低く,乳幼児歯科健
診システム受診の効果が事業の終了後10年間にわたることが示された｡さらに乳幼児
歯科健診システムにカリオスタット法を導入し曲蝕リスクを調べることは,より効果的
な麟蝕予防管理につながることが示された.
以上より本研究は,カリオスタット法による永久歯の部蝕増加の予測性について証明
し,1歳6か月時歯科健診を始めとした公衆歯科衛生分野に非常に貢献すると考えられた｡
よって,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文に値すると考えられる｡
